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部門紹介

1. 背景

当社の研究所の歴史を表１に示す。1 9 8 7 年

に，急速な技術の進歩，激しい社会環境，国際

環境の変化の中で企業が成長して行くために効

率的な研究開発を実現することを目的として，

総合研究所と所沢，川越，大森の各技術研究所

が設立された。

総合研究所は，シーズを基本とした研究，お

よびニーズに対応した研究開発を行うため設立

された。各研究所は，各事業所と直結する研究

開発を行い，新たな製品を開発し，事業化を迅

速に実現することを目的とした。

1993 年に研究開発本部制とし，総合研究所，

オプティカルシステム研究所，移動体通信研究

所，システム開発研究所，および新たにディス

プレイ研究所が設立された。また，従来の研究

棟に隣接して新棟が建設された。敷地 12,200m2

に地上 7 階，地下 1 階の研究棟とこれに隣接し

てコンファレンスホールや社員施設を持つ地上
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総合研究所紹介

表 1 当社の研究所の変遷

1972 所沢工場内に音響研究所設立

1978 音響研究所を技術研究所に名称変更

1987 技術研究所を再編成し，総合研究所
と 3 つの技術研究所を設立

1992 ディプレイ研究所を設立

1993 研究開発本部制とし，総合研究所，シ
ステム開発研究所，オプティカルシス
テム研究所，移動体通信研究所，ディ
スプレイ研究所設立

総合研究所の新棟完成

1996

2002 PDP 開発センターを設立

2003 モバイルシステム開発センターを設立

西 暦 内 容

オプティカルシステム研究所をAV 開
発センターと改称，移動体研究所と
システム開発研究所を統廃合し，情
報通信開発センターを設立

2000 光技術センターを設立，北米研究所
を開設

2001 欧州研究所を開設
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図 1 総合研究所の外観

2. 組織の概要

総合研究所は，図 2 に示すように他の 4 つの

開発センター，2 つの海外の研究所，およびこれ

らの研究所・開発センターをマネジメントする

研究企画部で構成される研究開発本部に所属し

ている。

当社は，エンタティメント創造企業として，

「より多くの人と感動を」をモットーに，環境を

常に考慮し，人々の生活を豊かにする製品を世

に送り出すため研究開発に注力している。

研究開発本部の活動理念として，

1 . 将来の経営を支える独自技術の研究開発を

進めます。

2 . 新技術の研究開発により人々の生活を豊か

にし，社会に貢献します。

3 . 技術者としての夢を持ち，研究開発を通し

てその実現に努めます。

4. これらを達成する為に常に改革を推進します。

の 4 点を掲げている。総合研究所は，当社の経

営基盤の強化に貢献すべくこの理念を基軸とし

た研究開発を推進している。

2.1 総合研究所の組織

総合研究所の組織を図 3 に示す。5 つの研究部

と特許課，所長室，管理部からなる。

特許課は，総合研究所内の発明の発掘の支援，

特許出願に係わる業務を行っている。図 4 に最

近の特許出願件数の推移を示す。

所長室は，広い範囲の技術調査を行って，将

来の研究テーマの探索を行っている。また，シ

ステム G は，総合研究所内のコンピュータシス

テムの管理・運営を行っている。最近はセキュ

リティに重点的に対応している。

管理部には，労務・経理・総務などを担当す

る管理課と，環境を顧慮した研究開発を進める

ために種々のサポートをする環境企画推進室が

ある。

当社では，研究開発を始めるにあたりあらか

じめ環境影響を考慮した研究開発を進めている。

特に製品創出の最上流に位置する研究開発では，

LCA(Life Cycle Assesment:ライフサイクルア

セスメント)(1)の考え方を取り入れた環境評価を

行い，エネルギー効率や資源効率の向上，有害

4 階の管理棟がある。新棟の外観を図１に示

す。1998 年に無響室を増設し，音響技術への対

応をした。

総合研究所では，独創的なデバイスとその応

用，ディスクの新しい記録再生システム，高忠

実度音場再生技術などの分野で新しい提案すべ

く研究開発が進められた。

2 0 0 3 年に，総合研究所よりカーエレクトロ

ニクス関係の研究開発を分離・独立し，モバイ

ルシステム開発センタが設立された。

図 2 研究開発本部組織
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物質の流出制御に取り組んでいる。一例を上げ

ると，Bl u - r a y 互換追記型ディスクの記録層に

「廃棄されても」環境への影響がない材料のゲル

マニウムやビスマスを採用した Ec o - R ディスク

の開発がある。

また，2000 年には ISO14001 の認証を取得し，

環境負荷のさらなる低減化に向け具体的目標を

定めて活動している。

研究部では，ナノテクとその応用，高性能有機EL

素子とその応用，独創的なデバイスとその応用，高

密度光ディスクシステム，マルチメディア情報技

術，無線ネットワーク技術など，新たな発想と豊か

な独創力で次世代のテクノロジーを創造し，当社の

基盤技術を支えるべく研究活動に取り組んでいる。

図 3 総合研究所の組織

総合研究所

管理部

環境企画推進室
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図 4 総合研究所の特許出願件数の推移

3. 実際の研究活動

総合研究所は当社独自の研究開発を進めてい

る。先端の研究開発は，大学，国･公立研究機関，

他社との協力を行っている。製品化においては，

各開発センタ，事業部，関連子会社などと協力

して行っている。

3.1 記録技術

表 3 に，当社の光ディスク関係の主な開発過程

を示す。1980 年に米国で，1981 年国内で光学式ビ

デオディスクLaser Disc を発売以来，当社では，

光ディスク関連の技術開発を進めてきた。総合研

究所でも当然，主な研究開発テーマである。さら

に，ホログラム，強誘電体メモリと新しい記録媒

体，高密度化の記録技術の研究開発を進めている。

表 3 当社の主な光ディスク開発の変遷

1980 米国にて家庭光学式ビデオディスク
LaserDisc VP-1000 を発売

1981 国内にて家庭用光学式ビデオディスク
LaserDisc LD-1000 を発売

1985 8 インチ追記型光ディスクドライブ DD-
8001, ディスク DC-801 発売

1986 5.25 インチ追記型光ディスクシステムDD-
S5001,DC-502 発売

1992 R-CD レコーダ PRD-1000 発売，書き換えき
換え型ビデオディスクレコーダVDR-V100
発売

1994 αビジョン市場導入

1995 SHG 素子を用いた 9GByte の光ディスクシ
ステムをエレクトロニクスショーなどで公
開

1996 DVD-ROM，DVD-Video の規格決定

1999

2000

1997

DVD-R Ver.1.0 規格化

片面 15GB を実現した SHG 青色光源を用い
た HD-DVD プレーヤの試作機を公開

世界初のDVD レコーダ DVR-1000 を市場導
入

2002 DVD-R/RW に，HDD 搭載機種DVR-77H が市
場導入

デジタルハイビジョン対応のBlu-ray
Disc Recoder の試作機を公開

2003 全米の電子番組ガイドに対応した HDD 内蔵
DVD レコーダ DVR-810H/57H を市場導入

DRT-DM 技術搭載DVD-R/RW ドライブ DVR-
A06J を市場導入

西 暦 内 容

1991 MUSE 方式ハイビジョンビデオディスク
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3.1.1 アナログビデオディスク

｢Laser Disc｣の高画質・高音質，アクセス

性の優れた機能の録画機(2 ) での実現をめざしシ

ステムの研究開発を進め，ディスクの開発(3)を

行つた。事業部で，業務用として VDR-V100 (4)

を製品化した。さらに，アナログ映像信号を記

録可能な追記型光ディスク( 5 )も開発した。ま

た，レーザーディスクの約 4 倍の高密度化を実

現するための技術開発(6 )も行った。

3.1.2 映像のディジタル化のさきがけ

｢αビジョン｣

1994 年に， AV 開発センターは，MPEG1 の規

格を用いて，4Mbps のビットレートで圧縮を行

い，直径 12 c m の光ディスクに，１時間のソフ

トを記録し，業務用として使う商品を完成し，

αビジョン(7)の商品名として市場導入した。こ

の間の MP E G エンコーダ，デコーダの開発，ソ

フトの制作に伴う MP E G エンコーディングの経

験は，後の D V D の開発に役立った。

3.1.3 DVD の開発

1 9 9 4 年 6 月頃から，製造メーカ間で DV D の

規格に関する話し合いが始まった。1 2 c m 光

ディスクに MPE G 2 のディジタル圧縮を用いて，

2 時間位の映画などのソフトを記録し，これを

次世代光ディスクの商品像と考えるコンセプ

トであった。

同年の 9 月頃から具体的なディスクシステ

ム規格統一の努力を各社が始めた。当時は 2 つ

のシステムが存在した。一つは，1 2 c m 光ディ

スクの厚さ 1.2mm の中間に信号面を置き，記録

容量をできるだけ多くするシステムである。

当社は，1995 年 1 月に SD 規格としてこれを支

持する他社と報道発表した。一方は，できるだ

け C D の技術を継承して使用するシステムで，

MMCD 規格と称して SD 規格と競合する形で存在

した。

その後，1995 年の 9 月に SD 規格と MMCD 規格

の長所を採用し，新しく DV D 規格を成立させる

合意が成立し，1995 年の 12 月に DVD 規格(8)-(11)

の仕様の骨子が固まり，外部へ発表された。

当研究所は，A V 開発センター，D V D 事業部，

パイオニアビデオ(株)・ディスク開発センター

などと協力し，高画質・高音質を実現する規格

を提案し，D V D システム，およびディスクの試

作(12) - ( 2 2 )，実験とコンピュータシミュレーショ

ンを行い，評価し，その結果に基づいて，他メー

カーと技術検討・折衝を行い，規格化に大きく

貢献した。

DVD は CD に比べ約 7 倍の記録密度で，信号を

読み取るピックアップ(23) - ( 2 6 )がキーパーツとな

る。総合研究所は ROM，RAM の規格化と開発，信

号処理や光学システムの開発を行い，D V D の商

品化に貢献した。

その後，DVD-R/RW(27)-(31)などの記録型 DVD シ

ステムは，AV 開発センターが中心になって提案

し，事業部で製品化を行い，現在の主力商品へ

成長している。

3.1.4 Blu-ray Disc へ

D V D を開発する以前から次世代光ディスクに

相応しい画質，音質を追求してきた。具体的に

は，映画などの素材に対しては 6Mb p s，放送番

組などの素材には 9Mbps のビットレートを適用

できることを目標に開発を進めた。

この開発の過程で，赤色レーザよりその第 2 次

高調波である青色光を発生するSHG 光学素子(32)-(36)

を用いた9Gbyte の光ディスクシステムを1995 年に

エレクトロニクスショーに公開した。

さらに，光退色性色素を用いた光ディスクマ

スタリング技術( 3 7 ) - ( 4 0 )を開発した。記録容量

15Gbyte の光ディスクを試作した。波長 430nm

の SHG レーザ，開口数 0.6 の対物レンズ，およ

びアダプティブイコライザ(41) - ( 4 4 )を用いた再生

システムで記録容量 15Gbyte の試作ディスクの

再生を可能にした。1 9 9 7 年に公開した 1 5 G B -

H D - D V D の試作機の外観を，図 5 に示す。

上述したように，青紫色レーザーを用いた次

世代型大容量光ディスクシステムの基礎技術を

確立するための研究を行ってきた。1 9 9 9 年に

は，ソニー，フィリップスと共同開発を始めた。

2 0 0 2 年 2 月に業界 8 社と共同で書き換え型の
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図 6 Blu-ray ディスク装置の外観

「Blu-ray Disc｣規格を策定し，6 月に規格書を

発行した。

ピックアップ，LSI，メカニズムをを含む要素

技術の開発と，光ディスクレコーダの製品化を

目指したシステム開発は，AV 開発センターで取

り組んでいる。図 6 に AV 開発センターと共同で

開発した試作機の外観を示す。また，片面 4 層

記録でディスク容量 100GB (45)を達成した。この

開発報告は，昨年暮に ISOM2003 で最優秀論文賞

を受賞した。

3.1.5 EBR(46)-(52)

ディスクを高密度にするには，高精細の記録

ピットを形成する必要がある。レーザビームの

場合，波長で決定される回折限界が存在する。

解像度からみて次世代 DVD システムの原盤記録

には非常に困難と予想した。電子ビームを用い

た EBR( Electron Beam Recorder)を開発し，

次世代 DVD システム実現への基準ディスクの作

製，およびさらなる高密度化への可能性の研究

開発を進めている。図 7 に，EB R での実験の様

子を示す。

EBR の構成を図 8 に示す。電子ビーム記録は，

図 5 15GB_HD-DVD 試作機(1997 年公開)

真空中で行う必要がある。図に示すように原盤

で回転するスピンドルモータと移動ステージ

は，真空チャンバー内に設置されている。ま

た，真空チャンバー上部に設置された電子カラ

ムより電子ビームを原盤面へ収束させる構成に

なっている。EBR は，LBR(Laser Beam Recorder)

に比べ解像度が高く 200GB クラスあるいはそれ

以上の高密度化の可能性を得ている。

図 7 E B R 装置での実験風景

3.1.6 ホログラム(53)-(66)

ホログラム記録記録用フォトリフラクティブ

結晶開発は，物質・材料研究機構と共同で開発

を進めてきた。

ホログラムメモリは，レーザ光を使って体積

ホログラムの形式で 3 次元的に情報を多重記録

する光学メモリ方式である。記録再生の原理

を，図 9 に示す。まずデータは，チェスパター

ンのような白黒の２次元データパターンに変換

されて空間変調器(S L M )に送り込まれる。S L M

図 8 EBR の構成
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で変調された信号光ともう一方の参照光を，

記録媒体中で混合させることによって３次元

の干渉パターンができる。この干渉パターン

の強度変化を屈折率の変化に置き換えて媒体

に記録したものがホログラムである。再生時

には，参照光のみをホログラム照射する。記録

したデータに対応した回折像が，ホログラム

から発生する。その画像を，CCD などの２次元

センサで電気信号化してディジタル情報とし

て利用する。ホログラムメモリで，同じ媒体に

異なるデータからつくられる。異なるホログ

ラムを数多く詰め込むことによって大容量( -

Tbits/cm3)と高速転送(-Gbits/s)を実現する。

図 9 ホログラムの原理

3.1.7 強誘電体メモリ(67),(68)

強誘電体メモリは，東北大学通信研究所の

長康雄教授の研究グループと共同開発を行っ

ている。

強誘電体を記録材料にすることにより，

1Tbit/inch2 程度が限界といわれている垂直磁

気記録の記録密度を大きく超える可能性があ

る。強誘電体記録では，外部電界印可による自

発分極の方向の制御が可能である。自発分極

の向きを記録情報に対応させる。つまり，垂直

磁気記録に類似した情報記録を電気的に実現

することができるメモリである。図 1 0 に，強

誘電体メモリの原理模式を示す。

1 9 9 4 年に，東北大学の長康雄教授によって

SN D M (走査型非線形誘電率顕微鏡：Sc a n n i n g

Non-linear Dielectric Microscope)法(69)-(71)

による強誘電体ドメインの検出方法が発明され

た。サブナノメートルの分解能(70)を有すること

が報告されている。

SNDM は，純電気的な方法であるので，強誘電

体ドメインを高速で検出することが可能であ

る。従って，SNDM 装置を強誘電体記録再生ヘッ

ドとした強誘電体記録再生システムが実現でき

れば，これまでの常識を超える情報記録再生装

置の可能性がある。

図 1 0 強誘電体プローブメモリの記録原理

3.2 デバイスの開発

半導体素子の開発では，青紫色半導体レー

ザ，および光通信用 D F B レーザの開発がある。

3.2.1 青紫色半導体レーザ

光メディアには，波長とレンズの開口率

(Numerical Aperture)による回折限界が存在

する。光ディスクで高密度化を実現するために

は，短波長化が必要である。CD の波長は 780nm，

DVD の波長は 650nm である。記録容量が増大す

るに従って短波長化が要求され，次世代高記録

密度光ディスクを実現するためには，青色光源

を必要とした。

青色光源を得る方法には，前述した赤色光源

の２次高調波を用いる SHG と青色半導体レーザ

がある。1990 年代では，業界全体で青色半導体

レーザは，なかなか実現が困難と考えられてい

た。そのため，当研究所では，S H G 素子と青色

半導体レーザの両者の研究開発を進めた。

青色半導体レーザの開発は，当時の名古屋大

学赤崎勇教授( 名城大学ハイテク・リサーチセ
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ンター長，名古屋大学名誉教授)(72)と 1991 年に

GaN 素子の結晶成長(73)-( 7 6 )に関する共同研究を

スタートさせてからである。この研究では，有

機金属気相成長法による良質な結晶薄膜成長技

術を確立し，また微細加工技術も確立した。

初めて室温でレーザーパルス発振に成功した

のが 1 9 9 8 年，低温連続発振を翌年 9 月に確認

した。2000 年 1 月に株式会社ロームと共同開発

を始め，同年 3 月にはついに室温連続発振に成

功した。さらに実用化に向けた発光特性，寿命

の改善に取り組んでいる。図 1 1 に，青紫色半

導体レーザの発振状態の写真を示す。

3.2.2 光通信用 DFB (分布帰還型)レーザ

光通信用デバイスの開発では，新たな素子構

造を提案し，高性能を維持しながら低コスト化

を実現した。リソグラフィにより DFB の構造を

作り，歩留まりを低下させる結晶再成長プロセス

を省略した。新規材料としてAlGaInAs 系半導体の

使用が可能になり，2.5Gbp s 高速変調と 80℃ま

での高温下における動作を実現した。この D F B

レーザは，FTTH(Fiber To The Home)時代を

切り拓く将来性の高いデバイスである。なお，

本デバイスの技術は，他社へ技術供与した。

3.3 ディスプレイ関係

次世代ディスプレイとして，高画質・自発

光･ 薄型平面ディプレイの可能性を検討した。

大画面，早期の実現性では PDP が最も優れてい

た。その後，PD P はディスプレイ研究所で研究

開発が進められ，事業部にて実用化された。高

画質，省電力で市場から高い評価を得ている。

中･小型で高画質・自発光・薄型平面ディス

プレイとして有機 E L の研究開発を，ディスプ

レイおよびその他への応用として高効率電子放

出素子(HEED：High Efficiency Electro-emission

Device)の研究開発を進めている。

3.3.1 有機 EL ディスプレイ(77)

上述した条件を満たすディスプレイを実現す

るため，研究会や大学，他企業と交流し，情報

を収集した。収集した情報をもとに各部署で議

論を重ねた。そのような状況で「有機 EL」の研

究がスタートした。ある研究員が，当時九州大

学の齊藤省吾教授（現九州大学名誉教授）の

「有機 E L」に関する研究発表を聴講し，この技

術の将来性に着目したことが契機である。

有機材料は，広範囲な合成が可能で，素材を

適宜選択・組み合わせることでいろいろな色を

発光させることが可能であろう。有機材料で薄

型ディスプレイを作りたいという熱望が，研究

テーマ化する大きな原動力になった。

有機 EL 素子は，

1 . 電流注入型薄膜面発光タイプの素子である。

2 . 低電圧駆動が可能である。

3. 応答速度が速い。

4 . 新規材料の設計，合成が比較的容易にで

きる。

などの特長を有している。

図12に有機EL素子の構造を示す。有機ELは，

ガラスなどの透明な基板上に，陽極として I T O

(Indium Tin Oxide)透明導電膜，その上に単

層あるいは多層の有機発光層，陰極に A l など

の金属が順次成膜された構造の素子である。両

図 1 1 青紫色半導体レーザ

図 1 2 有機 E L 素子の構造
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図 1 4 フィルムディスプレイの外観

図 1 3 単色有機 E L ディスプレイ搭

載 F M 文字多重レシーバの外観

フルカラーディスプレイの開発も進め，5 イ

ンチの試作品を社内に初めて公開されたとき，

CR T や液晶に比べ応答性の良さ，色純度の高い

画質，視野角の広さに見学者は驚いていた。2

年後に大阪で開催されたエレクトロニクス

ショーに出展した際，大勢の見学者が展示ブー

スを訪れ，高画質・薄型ディスプレイに驚嘆し

ていた。この展示後，各社からも有機 E L 素子

を用いた薄型ディスプレイの発表が相次ぐよう

になった。

その後，有機 E L ディスプレイの使用する場

をより拡大するため，フレキシブル・ディスプ

レイ(82)-( 8 4 )の開発へと展開していく。フレキシ

ブル･ディスプレイの外観を図 14 に示す。プラ

スチックは，ガラスに比べ水分を透過する。基

板素材の選択と水分に対する素子の保護にどの

ように対処するかに注力し，日夜たゆまない研

究開発を続けている。フレキシブル・ディスプ

レイの実現には，他にも技術課題が存在する

が，フルカラーのフレキシブル・ディスプレイ

を試作レベルで展示会，T V などで紹介するこ

とにより，社会から認知され期待されている。

10 年以上の長い期間の研究開発の努力が実を

結び，2003 年 12 月 4 日に，筒井哲夫氏(九州大

学教授)(85)-(87)，城戸淳二氏(山形大学教授)(88)と

共に，當摩照夫( 東北パイオニア常務執行役

員)，仲田仁(総合研究所表示デバイス研究部部

長)の両名が，(財)光産業技術振興協会の「櫻井

健二郎氏記念賞」の受賞した。本賞は，光産業

技術の各分野で櫻井博士の残した偉大な業績を

記念して，研究と指導・普及活動で先駆的役割

を果たした団体・個人に贈られるものである。

最近では，有機材料の発光ダイオード以外の

増幅・スイッチング素子としての可能性を検

討・研究開発し，横の展開を図っている。将来，

有機トランジスタ(89 )で有機 EL 素子を駆動する

のが目標である。一方で，高輝度・長寿命の発

光材料の探求(9 0 )が続いている。

3.2.2 HEED(91),(92)の開発

高画質・自発光・薄型ディスプレイの候補と

して FED(Field Emission Display)がある。

199 5 年に，東京農工大学越田信義教授(93)と共

同研究で多孔質シリコンを用いた冷陰極の開発

を開始し，FE D によるディスプレイの実現を目

指した。

越田教授は，多孔質シリコンからの冷電子放

出を発見した。これは，固体からの弾道電子放

電極を含めた厚さが，サブミクロンの極薄デバ

イスである。両電極間に D C 数 V の電圧を印可

することで 100/cd/m 2 以上の輝度を得ることが

できる。

その後の研究開発で発光輝度・寿命の加速度

的改良(78)-( 8 1 )を加え，単色で単純マトリクス方

式ディスプレイへの展開を実現し，社外の展示

会で高い評価を得た。この技術は，製品化を担

当する東北パイオニアに技術移転され，1 9 9 7

年に世界初のカーオーディオ用緑単色ドットマ

トリクスディスプレイが市場導入された。図

1 3 に当社のカーオーディオシステムに採用さ

れた有機 E L の外観を示す。
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H E E D は，従来の冷電子放出に比べ非常に高

い電子放出効率と電子放出電流を持つ素子であ

る。この素子は，MIS 構造であり，厚さ 400nm

という常識では考えられない絶縁層を伝導させ

た電子放出であり，固定観念にとらわれない自

由な発想が生んだ発見であった。図 16 に，4 イ

ンチ HEE D パネル(試作品)の階調表現デモンス

トレーションの様子を示す。表示エリアは

7 2 m m 角である。ディスプレイ応用への可能性

出という新しい物理現象で，CR T に代わる次世

代 F E D の候補として高い可能性を有していた。

一方，多孔質シリコンをディスプレイに応用す

ることを考えると，画面の大きさ，作製上の容

易さなどから，ガラス基板上にそれを作製する

必要があった。ところが，当時，多孔質シリコ

ンで安定した電子放出を得るためには，1000℃

での熱処理を必要とした。1000℃は，ガラスの

融点より高い温度で，ガラス基板上での実用化

は不可能であった。ガラス基板を用いるディス

プレイへ応用するためには解決しなければなら

ない課題であった。研究者は，この課題に対す

る答えを模索する中で，これまでにない高効率

で高い放出電流密度を示す素子構造を見出し

た。それは，多孔質化を必要としない極めてシ

ンプルな薄膜金属 /SiOx/Si という構造からの

電子放出であり，高い電子放出が蛍光体を刺激

し，直視出来ないほどの輝度が得られた。高効

率電子放出素子(HEED)(94)-(96)の誕生である。図

15 に，HEED の素子の構造を示す。

を実証した。現在は，他の電子放出素子( 電子

源) では出来ない応用を目指し，開発を続けて

いる。

図 1 5 HEED の素子構造

図 1 6 HEED パネルの外観

3.4 オーディオの開発

高忠実度音場再生技術の提案をするために研

究開発を行っている。

3.4.1 車内前方定位音響システム(9 7 )

車内で，ダッシュボード上のみのスピーカ配

置ながら，一般の部屋で聞くような音像の前方

定位，および圧迫感のない自然な再生をする

カーオーディオシステムを実現した。HAAS 効果

を利用した定位制御，アクティブなモード制御

を適用した。

3.4.2 リニアパワースピーカの開発(98) , ( 9 9 )

リニアパワースピーカは小口径で大口径並み

の低音を実現するスピーカである。図 1 7 にリ

ニアパワースピーカのカットモデルを示す。

図 17 リニアパワースピーカのカットモデル

スピーカシステムが小型化することで，共振

周波数の上昇，放射抵抗の減少，そして体積速

度の減少が起こり，重低音を再生することが困
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図 1 8 自動音場補正イメージ

図 1 9 マルチチャンネルアンプVSA-AX-10i

難になる。小型スピーカで大型スピーカと同等

の低音再生能力を得るためには，大型スピーカ

と等しい体積速度を確保することが必要であ

る。従来のスピーカでは，エッジのリニアリ

ティが不十分なため大きな体積速度を得ること

が困難であった。小口径でも大きな体積速度を

得るために，エッジレス構造で広い範囲で力係

数が一定になるように駆動部構造を開発した。

15cm 口径で，± 15mm 以上の振幅および 100dB

(50Hz)の音圧レベルを可能にした。実際に商品

に搭載され，市場で高い評価を得た。

3.4.3 自動音場システムの開発(10 0 )

ユーザが 5.1 チャンネルのようなサラウンド

環境を正しく設置するのは容易なことではな

い。スピーカシステムをある程度指定の位置に

セッテイングすれば，あとは自動でタイムアラ

イメントに加え，聴衆点での周波数伝送特性ま

で平坦化する理想的な環境にするのが自動音場

システムである。

マルチチャンネルオーディオの再生では，最

適なリスニング環境は，各スピーカと受聴位置

間で，周波数特性，レベル，タイムアライメン

トがほぼ一様になることで得られる。これを実

現するために，受聴位置付近に置いたマイクロ

フォンによりこれらの特性を測定し，最適な状

態へ自動的に補正する。ここで設定されたパラ

メータによりオーディオ信号を実時間信号処理

する。このイメージを図 1 8 に示す。測定，分

析，実時間処理はすべて D S P で演算している。

いわば空間歪み是正とでも言える効果を実現し

ている。

本システムは所沢の事業部と協同で開発し，

「VSA-AX10｣として商品化された。本製品は，毎

年，その年の A V シーンを牽引した優秀製品を

選択する｢HiVi｣グランプリの 2001 年・第 17 回

で金賞を受賞した。図 1 9 には後継機種である

VSA-AX-10i の外観を示す。

4 . まとめ

総合研究所の歴史と主な研究テーマの概要，

および成果を外部機関，および，開発センタ，

事業部の関連を含め紹介した。

インターネットの普及とともに情報過多の昨

今こそ，事業の柱になる研究開発を行うために

は自らの目でシーズをつかみ，大きなニーズの

潮流をいかに早く捉え，シーズとニーズを結合

させるかが大切である。具体的にはディジタル

化のモーメンタムの中で生まれた技術など総合

研究所での開発の全体像を紹介した。

現在脚光を浴びている有機 E L ディスプレイ

などは初めは個人または数人の問題意識から蒸

留されたものであり，ほぼ 1 0 年近くの歳月を

経て製品化されている。その間，必ずしも順風

満帆とは行かないところに研究・開発の産みの

苦しみがあり，幾つかの問題解決を成し遂げた

ときの達成感に喜びを感じるのである。

有機 E L ディスプレイのような新しい研究開

発や H E E D のような独創的な研究が今後より多

く，総合研究所で芽吹くように，山田宰所長の

もと自由闊達な研究風土の醸成とともに所員の

意識改革を続けている。
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